
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年（平成２９年）

月　日　（曜日） 布　教　使　名 晨　朝 日　中 逮　夜 初　夜

7:00 10:00 14:00 19:00

佐　竹　　圓　修　　師

小松教区第２組　光玄寺

林　　　　　　拡　　　師 ※１

小松教区第２組　誓立寺 ２　席

滋野井　　　光　　　師

小松教区第２組　稱佛寺

芳　原　　里　詩　　師

大聖寺教区第１組　妙德寺

摩　垣　　淨　心　　師

福井教区第６組　佛言寺

木　津　　祐　昌　　師

福井教区第１０組　智敬寺

山　本　　龍　昇　　師

大聖寺教区第１組　上宮寺

熊　谷　　二　郎　　師

福井教区第１組　妙樂寺

　志　武　　　勲　　　師

大聖寺教区第１組　專光寺

　相　馬　　　豊　　　師 ※２

金沢教区第４上組　道因寺 １　席

※１　　　４月２４日（月）　逮夜は１３：３０～勤行開始　

※２　　　５月　２日（火）　晨朝は　６：３０～勤行開始

　１席は約３０～４０分程度

検　索ホームページも是非ご覧ください！

１　席

　　２９日（土・祝）

　　３０日（日）

５月１日（月）

２　席

２　席

１　席

１　席

１　席

２　席

２　席

２　席

―　お　願　い　―

２　席

真宗大谷派吉崎別院御忌法要布教使一覧

４月２３日（日）

　　２４日（月）

　　２５日（火）

　　２６日（水）

２　席

２　席

１　席

１　席

１　席

１　席

１　席

１　席

１　席

１　席

２　席

御影道中御下向　随行教導

２　席

２　席

２　席

２　席

２　席

１　席　　２７日（木）

御影道中御上洛　随行教導

　　２８日（金）

　　２日（火）

１　席

１　席

１　席

１　席

２　席

今春より、「吉崎復興」を掲げ、蓮如上人の呼びかけに集う同朋の交

わりの場となるよう、吉崎別院境内の総合整備計画を具体化してまい

ります。

有縁の同朋の皆様には、この「吉崎復興」の趣旨にご賛同いただき、

ご懇志をお運び賜りますようお願い申し上げます。

吉 崎 別 院

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉
崎
別
院
に
て
「
供
奉
人
集
会
」
開
催 

―
今
年
の
蓮
如
上
人
御
影
道
中
に
向
け
て
― 

   

今
年
で
三
百
四
十
四
回
目
を
迎
え
る
蓮

如
上
人
御
影
道
中
に
向
け
た
供
奉
人
（
ぐ

ぶ
に
ん
）
の
一
泊
研
修
「
供
奉
人
集
会
」

が
、
一
月
二
十
四
・
二
十
五
両
日
に
か
け

て
、
吉
崎
別
院
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）
の

東
別
院
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

四
月
の
御
影
道
中
に
先
立
っ
て
、
御
下

向
（
往
路
）
・
御
上
洛
（
復
路
）
に
参
加

す
る
供
奉
人
が
一
堂
に
会
し
、
お
立
ち
寄

り

会

所

の

情

況

や

道

中

で

の

心

構

え

を

共
有
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
姿
勢
と
使
命

を

主

体

的

に

確

認

す

る

こ

と

を

願

い

開

催
す
る
こ
の
会
。
当
日
は
五
辻
信
行
吉
崎

別
院
輪
番
は
じ
め
、
御
影
道
中
に
同
行
し
、

協

力

を

い

た

だ

く

蓮

如

上

人

御

影

道

中

協
力
会
会
長
の
谷
口
敏
氏
の
挨
拶
の
後
、

全
国
各
地
（
今
年
は
、
東
は
関
東
か
ら
西

は
九
州
）
か
ら
集
ま
っ
た
供
奉
人
の
方
々

へ
、
輪
番
よ
り
依
頼
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

（
御
下
向
七
名
・
御
上
洛
七
名
） 

 

講
義
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
御
上

洛

随

行

教

導

を

務

め

る

相

馬

豊

氏

が

、

「

供

奉

人

の

責

務

は

自

身

が

念

仏

を

申

す
こ
と
に
尽
き
る
。
先
達
の
伝
え
て
き
た

歴
史
に
思
い
を
致
し
、
蓮
如
上
人
の
お
供

を
し
、
歩
く
こ
と
を
と
お
し
て
、
自
ら
の

生

き

る

方

向

性

を

尋

ね

て

い

き

ま

し

ょ

う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。
他
に
は
御

影

道

中

の

記

録

映

像

を

と

お

し

た

学

び

や
、
御
下
向
・
御
上
洛
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に

分
か
れ
た
座
談
・
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
も

設
け
ら
れ
た
。 

 
 

            

今
年
御
上
洛
の
宰
領
（
さ
い
り
ょ
う
・
供

奉
人
の
ま
と
め
役
）
を
務
め
る
清
水
教
示

氏
（
小
松
教
区
第
二
組
勝
光
寺
門
徒
）
は
、

「

供

奉

人

や

一

般

参

加

者

な

ど

立

場

は

そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
皆
が
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
蓮
如
上
人
の
お
供
を
し
、
念
仏
に
は
じ

ま
り
念
仏
に
尽
き
る
道
中
と
し
た
い
」
と

決
意
を
語
っ
た
。
御
影
道
中
に
向
け
、
膝

を
突
き
あ
わ
せ
話
し
合
い
、
蓮
如
上
人
の

お

供

を

さ

せ

て

い

た

だ

く

姿

勢

と

責

任

を
確
か
め
あ
う
な
か
で
交
流
・
懇
親
を
深

め
る
会
と
な
っ
た
。 

 

 

↑相馬豊随行教導による事前講義 

 

↓道中についての打ち合わせ 

真宗大谷派機関誌・『真宗』３月号の「教団の動

き」に掲載された記事を、発行元の許可を受けて 

転載・編集しています。 

 

 

『
真
宗
』
３
月
号
・
『
同
朋
新
聞
』
３
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

『同朋新聞』6月号で蓮如上人御影道中の特集記事が組まれます。 


